
 

 

農林水産部請負工事成績評定通知実施要領 

 

（目的） 

第１ 本要領は、農林水産部所掌工事の工事成績評定点の通知に関する事項を定めること

により、工事の適正かつ能率的な施工を確保し工事に関する技術水準の向上に資する

とともに、工事の品質の確保を図ることを目的とする。 

 

（対象工事） 

第２ 評定点の通知の対象とする工事は、農林水産部請負工事成績評定実施要領第２に規

定された評定の対象工事全てとする。 

 

（評定点の通知） 

第３ 主務課長又は出先機関の長（以下「所長」という）は、第３次評定者から評定表等

の提出がなされた後、当該工事の請負者に評定点を速やかに別記様式第１「工事成績

評定通知書」により通知するものとする。 

  ２ 施工中に法令遵守等に係る事故等が発生した場合は、通知を保留し、具体的な処分

が決定した時点で、速やかに必要な減点評価を行い通知するものとする。 

 

（説明請求） 

第４ 第３の通知を受けたものは、通知を受けた日から１４日以内に書面により、主務課

長又は所長に評定点等について説明を求めることができるものとする。 

  ２ 説明を求める書面の提出先は、評定点を通知した主務課及び農林総合事務所とし、

主務課長は速やかに農業政策課技術管理室長に通知するものとする。 

 

（説明請求に対する回答） 

第５  主務課長又は所長は、評定点等の通知を受けた請負者から、評定点等についての説

明を求められた場合、速やかに別記様式第２「工事成績評定に係る説明書（回答）」に

より回答するものとする。 

   ２ 主務課長又は所長は、前項の回答をする場合、工事成績評定評価委員会に意見を求

めることができる。また、必要に応じて、各評定者からの聴き取りを行うことができ

るものとする。 

３ 前項の工事成績評定評価委員会は、別に定める「農林水産部請負工事成績評定評価委

員会規則」及び「農林総合事務所等請負工事成績評定評価委員会規則」に基づき設置

するものとする。 

 



 

４ 主務課長又は所長は、説明の申立者に回答を行ったときは、申立者の提出した書面

及び回答を行った書面を、農林総合事務所において閲覧による方法により、速やかに

公表するものとする。 

 

（再説明請求） 

第６  第５の通知を受けた者は、通知を受理した日から起算して１４日（「休日」を含む）

以内に書面により、主務課長又は所長に対して、再説明を求めることができるものと

する。 

  ２ 再説明を求める書面の提出先は、回答を通知した主務課又は農林総合事務所とする。 

  

（再説明請求に対する回答） 

第７  主務課長又は所長は、第５の説明に係る回答を受けた請負者から再説明を求められ

た場合、農林水産部長（室長経由）に報告するものとする。農林水産部長は、別記様

式第３「工事成績評定に係る再説明書（回答）」により回答するものとする。 

２ 農林水産部長は、前項の回答をする場合、工事成績評定評価委員会に意見を求める

ことが出来る。 

３ 農林水産部長は、再説明の申立者に回答を行ったときは、再説明の申立者の提出し

た書面及び回答を行った書面を、農林総合事務所において閲覧による方法により、速

やかに公表するものとする。 

 

附則 

この要領は、平成１５年４月１日から適用する。 

【一部改正】 平成１７年４月１日から適用する。 

【一部改定】 平成２３年１月１日から適用する。 

 


